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1 本稿は、2006年 9月 9-10日に南山大学において開催された第 17回ヒューム研究学会での
研究発表「ヒュームによるロック批判の検討——“Of the original contract”を中心に——」に
加筆、修正を加えたものである。発表に際しては、出席者の方々から非常に有益なご教示
を頂いたことを記して感謝申し上げる。 
2 本稿における『統治二論』からの引用は、John Locke, Two Treatises of Government, ed., Peter 





































5 Waldron, “John Locke Social contract versus political anthropology”, in The Social Contract from 




















































                                                                                                                                                     









存在する以前の自然状態を想像するように求めるのだ」。Kymlicka, Contemporary Political 
Philosophy (2nd ed.), Oxford University Press, 2002, p.60. 
12 Hume, “Of the original contract”, in Political Essays(以下 PEと略記), ed., K.Haakonssen, 


























                                                   






















                                                   
14 Bennett, “A Note on Locke’s Theory of Tacit Consent”, Philosophical Review, 1979, p.227., 
Simmons, Moral Principles and Political Obligations, Princeton University Press, 1979, pp.79-80. 
15 厳密には、外国人も暗黙の同意を行う者と考えられている(Ⅱ122)。ただ、Simmonsが指
摘するように、同じ暗黙の同意でも、外国人と統治の下で生まれ育ったものとでは、負う




17 Seliger, The Liberal Politics of John Locke, Allen and Unwin, 1968, p.268., Lloyd Thomas, Locke 

























                                                   
18 PE, p.193. 























                                                   
20 PE, p.201. 
21 実は、ロック研究者の間でも、このような懸念は古今その洋を問わず少なくない。Gough, 









































































































































                                                   
26 Locke, “Some Thoughts Concerning Reading and Study for a Gentleman”, in Locke, Political 
Essays, ed., M. Goldie, Cambridge University Press, 1997, p.351. 





































のである」。Beran, “In Defense of the Consent Theory of Political Obligation and Authority”, Ethics, 


























































                                                   
32 PE, p.200. 
33 THN, 3.2.10.4-14. 


























































                                                   
36 そもそも、ロックにおける自由な同意とは、強制によらない同意しか意味しない。従っ
て、それは当人の選択肢の多寡には関係が無い。この意味では、ロックの同意は Dunnの指
摘にもあるように、受動的なものと言えるだろう。Dunn, “Consent in the Political Theory of 
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